
も
く
じ

関
係
人
口
を
め
ぐ
り
、
岐
阜
県
飛
驒
市
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
。「
ヒ
ダ
ス
ケ
！
︱
飛
驒
市
の
関
係
案
内

所
︱
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
地
域
課
題
と

市
内
外
の
関
係
人
口
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
マ
ッ
チ

ン
グ
し
、「
棚
田
の
石
積
み
」
や
「
古
民
家

改
修
」
な
ど
の
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
同
市
が
早
く
か
ら
つ

く
る
「
飛
驒
市
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
か
ら
、
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
関
係
人
口
づ
く
り
に

取
り
組
む
自
治
体
関
係
の
関
心
は
強
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
背
景
に
、
同
市
の

「
事
業
を
計
画
あ
り
き
で
進
め
な
い
」
と
い

う
基
本
姿
勢
が
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。
具
体
的
に
見
れ
ば
、
飛
驒
市
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
か
ら
ヒ
ダ
ス
ケ
！
へ
の
成
長
は
計

画
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
で
き
る
こ
と

か
ら
実
践
し
、
そ
の
振
り
返
り
の
中
か
ら
新

し
い
方
向
性
を
探
り
、
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
に
よ
り
生
ま
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、「
厳

密
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
か
ら
始
め
な
い
」

こ
と
が
基
礎
に
あ
る
。
こ
の
方
向
性
を
唱
え

る
都
竹
淳
也
市
長
は
い
う
。「
最
初
に
仕
組

み
あ
り
き
で
は
な
く
、
仕
組
み
は
結
果
と
し

て
つ
く
ら
れ
て
い
く
」。
こ
の
考
え
は
、
同
市

の
多
く
の
事
業
分
野
で
活
か
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
行
政
の
あ
り
方
に
対
す
る
、
重
要

な
問
題
提
起
で
も
あ
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
普
及
と
と
も
に
、「
計
画
な
く
し
て
、

事
業
な
し
」
と
い
う
原
則
が
広
が
り
、
そ
れ

が
行
政
運
営
の
標
準
と
な
っ
て
い
る
が
、
成

功
パ
タ
ー
ン
ば
か
り
で
は
な
い
。
あ
る
自
治

体
幹
部
は
、「
自
治
体
は
毎
年
、
多
数
の
計

画
づ
く
り
に
追
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

し
ば
し
ば
Ｄ
（
Ｄ
ｏ
）
ま
で
も
行
か
ず
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
で
は
な
く
、『
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
』
サ
イ
ク

ル
に
な
っ
て
い
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。

飛
驒
市
行
政
は
、
そ
う
し
た
計
画
至
上
主

義
の
問
題
性
を
十
分
に
意
識
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、「
計
画
に
こ
だ
わ
る
と
計
画
し
た
レ

ベ
ル
を
超
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
、
よ
り
積

極
的
な
思
い
も
市
役
所
に
は
定
着
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
同
市
で
は
、
総
合
計
画
で

は
な
く
、「
総
合
政
策
指
針
」
を
策
定
し
、

政
策
目
的
と
方
向
性
を
示
す
こ
と
の
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
財
政
プ
ロ
セ
ス
で

も
、
予
算
と
同
時
に
、
決
算
も
重
視
し
、
事

業
の
成
果
や
課
題
を
丁
寧
に
振
り
返
り
、
そ

の
資
料
を
公
表
し
て
い
る
。

筆
者
な
り
に
理
解
す
れ
ば
、
従
来
の
「
計

画
か
ら
始
め
る
入
り
口
重
視
」
で
は
な
く
、

「
実
践
に
よ
る
出
口
重
視
」
で
あ
る
。
事
業

実
施
に
当
た
り
、
形
式
的
な
計
画
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
自
由
な
発
想
に
よ
る
創
意
工
夫
と
多

様
な
展
開
可
能
性
を
重
視
し
、
む
し
ろ
事
業

後
に
検
証
し
、
次
の
動
き
に
つ
な
げ
よ
う
と

し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
が
あ

て
は
ま
ら
な
い
行
政
分
野
も
あ
る
こ
と
は
容

易
に
想
像
で
き
る
。
だ
が
、
逆
に
こ
の
よ
う

な
考
え
こ
そ
が
必
要
な
分
野
も
少
な
く
な

い
。
飛
驒
市
の
挑
戦
を
こ
う
し
た
文
脈
で
注

目
し
た
い
。
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高山の奥座敷、白壁土蔵街（岐阜県飛
ひ

彈
だ

市
し
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表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
（３千円）を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏名及
び撮影場所・日時を明記して下
さい。
なお、採否は当方に一任願います。
送り先：全国町村会・広報部

写真キャプション

高山の奥座敷とも称される飛彈古
川は、昔ながらの景観が残る街とし
て知られている。白壁の土蔵が美
しく連なる通り沿いには、清らかな
水が流れる瀬戸川があり、４月～
11月には色とりどりの 1000 匹も
の鯉が優雅に泳ぐ。情緒あふれる
町並みは、日が暮れると灯りが灯さ
れ、より一層美しく浮かび上がる。
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総
務
省
は
７
月
29
日
、
各
地
方
自
治
体
に

対
す
る
２
０
２
５
年
度
普
通
交
付
税
の
配
分

額
を
決
定
し
、
同
年
度
普
通
交
付
税
大
綱
を

閣
議
に
報
告
し
た
。
総
額
は
前
年
度
当
初
算

定
比
１
・
６
％
増
の
17
兆
８
１
９
８
億
円
で
、

１
６
８
０
団
体
に
配
る
。
内
訳
は
、
道
府
県

分
が
０
・
４
％
増
の
９
兆
２
７
２
２
億
円
、

市
町
村
分
が
２
・
８
％
増
の
８
兆
５
４
７
５

億
円
。
総
額
が
前
年
度
を
上
回
る
の
は
７
年

連
続
と
な
っ
た
。
税
収
が
豊
か
で
交
付
税
を

受
け
取
ら
な
い
不
交
付
団
体
は
、
前
年
度
か

ら
２
増
え
て
85
団
体
と
な
り
、
４
年
連
続
で

増
加
し
た
。

給
与
改
定
な
ど
で
需
要
増

給
与
改
定
な
ど
で
需
要
増

各
団
体
の
普
通
交
付
税
は
、
基
準
財
政
需

要
額
か
ら
基
準
財
政
収
入
額
を
差
し
引
い
た

「
財
源
不
足
額
（
交
付
基
準
額
）」
を
算
出
し

て
決
定
さ
れ
る
。
団
体
ご
と
に
標
準
的
な
行

政
運
営
に
必
要
な
経
費
を
算
定
し
て
積
み
上

げ
た
う
え
で
、
臨
時
財
政
対
策
債
へ
の
振
り

替
え
相
当
額
を
控
除
し
た
も
の
が
基
準
財
政

需
要
額
と
な
る
。
25
年
度
地
方
財
政
計
画
で

は
、
01
年
度
の
制
度
創
設
以
来
初
め
て
臨
財

債
の
新
規
発
行
額
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
こ
の

た
め
、
25
年
度
算
定
で
は
こ
の
控
除
措
置
も

な
く
な
っ
た
。

25
年
度
の
財
源
不
足
団
体
の
基
準
財
政
需

要
額
は
、
道
府
県
分
が
２
・
８
％
増
の
22
兆

７
８
５
１
億
円
、
市
町
村
分
が
３
・
１
％
増

の
24
兆
７
２
２
３
億
円
。
24
年
度
の
臨
財
債

振
り
替
え
相
当
額
控
除
前
の
額
と
比
較
し
た

場
合
、
道
府
県
分
は
１
・
７
％
増
、
市
町
村

分
は
２
・
１
％
増
だ
っ
た
。
地
方
公
務
員
の

給
与
改
定
に
必
要
な
経
費
や
こ
ど
も
・
子
育

て
関
連
経
費
な
ど
の
増
加
が
影
響
し
た
。

一
方
、
基
準
財
政
収
入
額
は
道
府
県
分
が

４
・
６
％
増
の
13
兆
５
０
０
９
億
円
、
市
町

村
分
が
３
・
２
％
増
の
16
兆
１
６
１
８
億
円
。

好
調
な
企
業
収
益
を
背
景
に
法
人
事
業
税
や

特
別
法
人
事
業
譲
与
税
の
収
入
が
増
加
し
た

ほ
か
、
地
価
上
昇
に
伴
い
固
定
資
産
税
が
伸

び
た
こ
と
も
寄
与
し
た
。

基
準
財
政
需
要
額
か
ら
基
準
財
政
収
入
額

を
差
し
引
い
た
財
源
不
足
額
は
、
道
府
県
分

が
０
・
４
％
増
の
９
兆
２
８
４
２
億
円
、
市

町
村
分
は
２
・
８
％
増
の
８
兆
５
６
０
５
億

円
と
算
定
し
た
。
予
算
で
決
め
ら
れ
た
普
通

交
付
税
の
総
額
が
財
源
不
足
額
の
合
算
額
に

満
た
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
差
を
埋
め
る
た

め
一
定
の
係
数
を
掛
け
て
調
整
し
た
（
調
整

率
は
０
・
０
０
０
５
２
５
４
７
８
％
）。
調

整
額
は
２
５
０
億
円
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

普
通
交
付
税
の
額
は
、道
府
県
分
が
０
・
４
％

増
の
９
兆
２
７
２
２
億
円
、市
町
村
分
が
２
・

８
％
増
の
８
兆
５
４
７
５
億
円
と
な
っ
た
。

物
価
高
で
単
位
費
用
引
き
上
げ

物
価
高
で
単
位
費
用
引
き
上
げ

東
京
都
な
ど
不
交
付
団
体
を
含
む
全
団
体

ベ
ー
ス
の
基
準
財
政
需
要
額
を
算
定
項
目
ご

と
に
見
る
と
、「
個
別
算
定
経
費
」
は
道
府

県
分
が
３
・
０
％
増
の
20
兆
７
０
６
億
円
、

市
町
村
分
は
２
・
８
％
増
の
22
兆
８
４
４
億

円
と
な
っ
た
。

25
年
度
算
定
で
は
、
24
年
人
事
委
員
会
勧

告
に
伴
う
地
方
公
務
員
の
給
与
改
定
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
各
算
定
費
目
の
単
位
費

用
に
反
映
。
25
年
度
の
給
与
改
定
に
備
え
て

同
年
度
地
方
財
政
計
画
に
２
０
０
０
億
円
を

計
上
し
た
「
給
与
改
善
費
」
に
つ
い
て
は
、

常
勤
職
員
分
約
１
７
０
０
億
円
は
、
給
与
費

の
一
定
割
合
（
１
・
15
％
程
度
）
を
関
係
費

目
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
分
約
３
０
０
億

円
程
度
は
、
包
括
算
定
経
費
で
そ
れ
ぞ
れ
算

定
し
た
。

物
価
高
や
価
格
転
嫁
へ
の
対
応
の
た
め
に

地
方
財
政
計
画
に
計
上
し
た
計
１
０
０
０
億

円
も
算
定
に
反
映
し
た
。
こ
の
う
ち
、
学
校

や
福
祉
施
設
、
図
書
館
や
文
化
施
設
な
ど
の

光
熱
費
高
騰
へ
の
対
応
分
４
０
０
億
円
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
包
括
算
定
経

費
で
一
括
算
定
。
ゴ
ミ
収
集
や
学
校
給
食
な

ど
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
管
理
の
委
託

料
増
加
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
３
０
０
億

円
増
の
６
０
０
億
円
を
地
方
財
政
計
画
に
計

上
し
て
お
り
、
関
連
経
費
の
単
位
費
用
措
置

を
３
％
程
度
引
き
上
げ
た
。

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
も
利
用

さ
れ
る
公
立
小
中
学
校
の
体
育
館
に
つ
い

て
、
空
調
設
備
の
設
置
状
況
に
応
じ
て
光
熱

費
を
支
援
す
る
新
た
な
仕
組
み
も
導
入
し
た
。

経
営
が
厳
し
い
公
立
病
院
に
対
す
る
支
援

措
置
も
講
じ
る
。
不
採
算
部
門
に
関
す
る
医

療
や
住
民
向
け
の
集
団
検
診
と
い
っ
た
特
有

の
経
費
が
物
価
高
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、

自
治
体
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
算
定
に
用
い
る
単

価
を
見
直
す
。
１
病
床
当
た
り
の
単
価
を
24

普通交付税１７兆８１９８億円普通交付税１７兆８１９８億円
＝不交付団体は４年連続増＝＝不交付団体は４年連続増＝
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年
度
の
72
万
円
か
ら
、
５
・
６
％
増
の
76
万

円
に
引
き
上
げ
る
。

自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
運

用
経
費
の
増
加
に
も
対
応
す
る
。
標
準
準
拠

シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
伴
う
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

関
係
経
費
の
増
加
分
を
措
置
し
た
ほ
か
、国
・

地
方
が
共
同
利
用
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
」
の
利
用
料
に
つ

い
て
、
ガ
バ
ク
ラ
へ
の
移
行
状
況
に
応
じ
て

算
定
し
た
。

こ
の
ほ
か
、道
府
県
分
の
「
高
等
学
校
費
」

に
つ
い
て
、
学
科
ご
と
の
経
費
の
差
を
き
め

細
か
く
反
映
す
る
た
め
、種
別
補
正
を
創
設
。

農
業
、
工
業
、
情
報
と
い
っ
た
専
門
学
科
に

つ
い
て
は
、
生
徒
１
人
当
た
り
の
単
価
を
普

通
科
の
２
・
24
倍
に
、
総
合
学
科
は
同
１
・

45
倍
に
引
き
上
げ
、
地
域
の
担
い
手
不
足
解

消
に
向
け
て
学
科
の
新
設
・
再
編
に
取
り
組

む
道
府
県
を
後
押
し
す
る
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
活
用
分
は
終
了

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
活
用
分
は
終
了

25
年
度
地
方
財
政
計
画
の
歳
出
で
は
、
前

年
度
に
引
き
続
き
「
地
方
創
生
推
進
費
」
に

１
兆
円
を
計
上
。
こ
れ
に
対
応
し
、
交
付
税

算
定
で
は
、
各
自
治
体
の
行
革
努
力
や
地
域

経
済
活
性
化
の
成
果
を
踏
ま
え
た
「
地
域
の

元
気
創
造
事
業
費
」に
約
４
０
０
０
億
円（
う

ち
１
０
０
億
円
程
度
は
特
別
交
付
税
）、
地

方
創
生
の
取
組
の
必
要
度
と
成
果
を
反
映
し

た
「
人
口
減
少
等
特
別
対
策
事
業
費
」
に
約

６
０
０
０
億
円
を
引
き
続
き
算
定
し
た
。

地
域
の
元
気
創
造
事
業
費
の
内
訳
は
、
道

府
県
分
９
７
５
億
円
、
市
町
村
分
２
９
２
５

億
円
。
人
口
減
少
等
特
別
対
策
事
業
費
は
道

府
県
分
１
９
９
９
億
円
、
市
町
村
分
４
０
０

０
億
円
で
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
前
年
度
並
み

だ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
地
域
の
元
気
創
造
事
業
費
に

つ
い
て
は
、
26
年
度
か
ら
行
革
努
力
分
の
算

定
方
法
を
見
直
す
方
針
。
自
治
体
ご
と
の
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
率
を
指
標
と
し

て
導
入
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
度
合
い
を

反
映
し
た
算
定
と
す
る
考
え
だ
。

25
年
度
地
方
財
政
計
画
で
、
デ
ジ
タ
ル
実

装
を
通
じ
て
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
な

ど
に
取
り
組
む
た
め
の
「
地
域
デ
ジ
タ
ル
社

会
推
進
費
」
に
、
前
年
度
比
５
０
０
億
円
減

の
２
０
０
０
億
円
を
計
上
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
保
有
枚
数
率
に
応
じ
て
市
町
村
の

取
組
を
後
押
し
す
る
た
め
の
５
０
０
億
円
分

を
24
年
度
限
り
で
終
了
し
た
。
今
回
の
交
付

税
算
定
で
は
、
こ
れ
を
除
い
た
従
来
分
約
２

０
０
０
億
円
に
つ
い
て
、
前
年
度
と
同
様
の

方
法
で
算
定
す
る
こ
と
と
し
、
道
府
県
分
は

８
０
０
億
円
、
市
町
村
分
は
１
２
０
１
億
円

と
な
っ
た
。

自
治
体
が
地
域
社
会
の
維
持
・
再
生
に
向

け
た
幅
広
い
施
策
に
自
主
的
・
主
体
的
に
取

り
組
む
た
め
の
経
費
「
地
域
社
会
再
生
事
業

費
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
４
２
０
０
億

円
を
算
定
。
道
府
県
分
２
１
０
９
億
円
、
市

町
村
分
２
０
９
１
億
円
と
な
っ
た
。
デ
ジ
タ

ル
分
野
の
専
門
人
材
を
自
前
で
確
保
す
る
の

が
難
し
い
市
町
村
に
対
し
て
、
道
府
県
の
支

援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
一
定
の
ス
キ
ル
や

経
験
を
持
つ
外
部
人
材
を
道
府
県
が
常
勤
職

員
と
し
て
雇
用
す
る
場
合
に
必
要
な
経
費
に

つ
い
て
、
職
員
数
に
応
じ
て
算
定
す
る
措
置

を
新
た
に
採
り
入
れ
た
。

人
口
と
面
積
を
基
本
と
し
た
簡
素
な
算
定

方
法
を
用
い
る
「
包
括
算
定
経
費
」
は
、
道

府
県
分
が
４
・
６
％
増
の
１
兆
３
８
０
６
億

円
、
市
町
村
分
が
７
・
８
％
増
の
２
兆
７
４

６
２
億
円
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
改

定
に
伴
う
経
費
や
、
学
校
や
図
書
館
と
い
っ

た
自
治
体
施
設
の
光
熱
費
高
騰
に
対
応
す
る

経
費
を
反
映
し
た
こ
と
で
、
特
に
市
町
村
分

が
大
き
く
伸
び
た
。

公
債
費
は
、
道
府
県
分
が
６
・
６
％
減
の

２
兆
９
０
２
１
億
円
、市
町
村
分
が
５
・
９
％

減
の
２
兆
９
１
５
８
億
円
だ
っ
た
。
臨
時
財

政
対
策
債
を
は
じ
め
と
し
た
既
発
債
の
元
利

償
還
金
の
減
少
な
ど
が
寄
与
し
た
。

地
方
特
例
交
付
金
は
、
83
・
４
％
減
の
１

８
６
２
億
円
。
個
人
住
民
税
の
定
額
減
税
に

伴
う
自
治
体
の
減
収
を
全
額
補
塡
す
る
た
め
、

24
年
度
に
創
設
し
た
「
定
額
減
税
減
収
補
塡

特
例
交
付
金
」
が
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
。

25
年
度
は
、
高
額
所
得
者
の
配
偶
者
に
か
か

る
定
額
減
税
分
１
０
３
億
円
の
み
だ
っ
た
。

地
方
特
例
交
付
金
の
交
付
額
は
、
都
道
府

県
分
が
83
・
４
％
減
の
６
６
４
億
円
で
、
う

ち
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
伴
う
減
収
補
塡
分

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
減
収
補
塡

特
例
交
付
金
）
が
10
・
８
％
減
の
６
２
９
億

円
、
定
額
減
税
対
応
分
が
98
・
９
％
減
の
35

億
円
。
市
町
村
分
は
、
83
・
４
％
減
の
１
１

９
８
億
円
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
対
応
分
が
10
・

９
％
減
の
１
１
３
０
億
円
、
定
額
減
税
対
応

分
が
98
・
９
％
減
の
68
億
円
だ
っ
た
。

　
菊
陽
町
が
不
交
付
に

　
菊
陽
町
が
不
交
付
に

算
定
の
結
果
、
25
年
度
の
不
交
付
団
体
は

２
増
え
て
、
85
団
体
と
な
っ
た
。
税
収
の
伸

び
を
背
景
に
４
年
連
続
で
増
加
し
た
。

不
交
付
団
体
の
内
訳
を
見
る
と
、
都
道
府

県
は
東
京
都
の
み
で
、
残
り
は
市
町
村
。
半

導
体
受
託
製
造
の
世
界
最
大
手
「
台
湾
積
体

電
路
製
造
（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）」
の
工
場
が
進
出

し
た
熊
本
県
菊
陽
町
が
、
固
定
資
産
税
の
増

収
を
背
景
に
１
９
６
９
年
１
月
の
町
制
施
行

以
来
初
め
て
不
交
付
団
体
と
な
っ
た
。

交
付
か
ら
不
交
付
に
転
じ
た
の
は
、
菊
陽

町
を
含
め
、
宮
城
県
女
川
町
、
宇
都
宮
市
、

栃
木
県
芳
賀
町
、
群
馬
県
太
田
市
、
同
大
泉

町
、
神
奈
川
県
平
塚
市
、
同
愛
川
町
、
静
岡

県
裾
野
市
、
愛
知
県
半
田
市
の
計
10
団
体
。

宮
城
県
大
和
町
、
福
島
県
新
地
町
、
群
馬
県

明
和
町
、
埼
玉
県
朝
霞
市
、
千
葉
県
芝
山
町
、

東
京
都
昭
島
市
、
同
小
平
市
、
山
梨
県
山
中

湖
村
の
８
団
体
は
前
年
度
の
不
交
付
か
ら
交

付
に
な
っ
た
。

村
上
誠
一
郎
総
務
相
は
、
普
通
交
付
税
大

綱
の
閣
議
報
告
を
受
け
、
地
方
財
政
の
現
状

に
つ
い
て
「
不
交
付
団
体
数
は
穏
や
か
に
増

加
し
て
い
る
が
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の

巨
額
の
特
例
的
な
債
務
残
高
を
抱
え
る
な
ど

引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
総
務
省
と
し
て
は
自
治
体
の
財
政
運

営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

（
時
事
通
信
社
内
政
部 

石
松
研
）
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苅
田
町
の
概
要

苅
田
町
は
、
福
岡
県
北
東
部
に
位
置
し
、

北
九
州
市
と
行
橋
市
の
間
に
位
置
す
る
人
口

約
3
万
7
千
人
、面
積
49
・
58
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
町
で
す
。

東
側
は
周
防
灘
に
面
し
、
重
要
港
湾
苅
田

港
を
中
心
と
す
る
臨
海
部
に
日
本
有
数
の
企

業
が
立
地
し
、
北
九
州
空
港
、
東
九
州
自
動

車
道
な
ど
の
陸
・
海
・
空
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
に
よ
り
、
北
部
九
州
を
代
表
す
る

交
通
拠
点
都
市
、
工
業
港
湾
都
市
と
し
て
発

展
を
続
け
て
お
り
、
昭
和
50
年
か
ら
50
年
連

続
で
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、
西
側
は
カ
ル
ス
ト
台
地
で
あ
る
平

尾
台
に
連
な
り
、
国
指
定
天
然
記
念
物
の
青

龍
窟
や
広
谷
湿
原
な
ど
の
自
然
景
観
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

▲苅田港と臨海部に広がる工業地帯

◦
デ
ジ
タ
ル
化
は
手
段
で
あ
り
、

目
的
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
業
務
の
効
率
化
の
追
求

◦
手
続
き
ガ
イ
ド
で
住
民
自
身
が

質
問
に
答
え
て
手
続
き
を
洗
い

出
し
、
そ
の
ま
ま
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
で
申
請
が
完
了
す
る
仕

組
み
を
構
築

◦
頻
度
の
高
い
手
続
き
か
ら
デ
ジ

タ
ル
化
に
着
手
し
、
根
拠
規
定

の
整
備
や
職
員
向
け
研
修
会
等

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
実
際
に

使
わ
れ
る
電
子
申
請
・
手
続
き

ガ
イ
ド
を
作
成

福岡県

苅田町

特 集　デジタル技術を使った地域活性化

苅か
ん

田だ

町ま
ち

福
岡
県

デ
ジ
タ
ル
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ 

苅
田
町
に
お
け
る
取
組

2025年（令和 7年） 8月25日　4第3330号

フォーラム

（第三種郵便物認可） 町 村 週 報

p04-08 3330 フォーラム_デジタル_福岡県苅田町.indd   4p04-08 3330 フォーラム_デジタル_福岡県苅田町.indd   4 2025/08/25   10:11:042025/08/25   10:11:04



ま
た
、
町
内
に
は
石
塚
山
古
墳
や
御
所
山

古
墳
な
ど
の
歴
史
的
遺
産
が
点
在
し
、
等
覚

寺
の
松
会（
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）

は
千
年
、
苅
田
山
笠
（
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
）
は
五
百
年
の
歴
史
が
あ
り
、
古
代
の

文
化
や
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。

今
後
は
、
北
九
州
空
港
の
滑
走
路
の
延
伸

や
臨
海
部
の
新
松
山
工
業
団
地
へ
の
新
し
い

企
業
の
進
出
も
予
定
さ
れ
、
陸
・
海
・
空
の

交
通
の
結
節
拠
点
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進
の
背
景
と
必
要
性

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
率
が
非

常
に
高
ま
る
中
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
、
さ
ら
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
も
暮
ら
し
に
身
近
な
も
の
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

苅
田
町
で
は
こ
れ
ら
の
環
境
の
変
化
を
捉

え
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図

る
た
め
業
務
の
効
率
化
や
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ

ラ
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

内
部
事
務
で
は
、
こ
れ
ま
で
各
課
で
独
自

に
導
入
し
て
い
た
複
合
機
を
一
元
化
、
再
配

置
し
、
庁
舎
内
の
ど
こ
で
も
ス
キ
ャ
ン
や
印

刷
を
可
能
と
し
た
ほ
か
、
文
書
管
理
や
財
務

会
計
、
勤
怠
管
理
な
ど
は
電
子
決
裁
を
導
入

し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
積
極
的
に
進
め
、

住
民
の
申
請
か
ら
受
付
後
の
内
部
事
務
の
電

子
化
を
図
り
、
業
務
の
効
率
化
お
よ
び
住
民

の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、苅
田
町
の
Ｄ
Ｘ
推
進
、特
に
「
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
お
よ
び
「
手
続
き
ガ
イ

ド
」
の
導
入
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

導
入
の
経
緯

苅
田
町
で
は
、
令
和
4
年
11
月
に
「
電
子

申
請
シ
ス
テ
ム
」
と
「
手
続
き
ガ
イ
ド
」
を

導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
令
和
7
年
3
月

時
点
で
公
開
中
の
電
子
申
請
は
70
手
続
き
、

暮
ら
し
に
関
す
る
手
続
き
ガ
イ
ド
は
8
種
類

と
な
り
、
全
庁
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
と

「
手
続
き
ガ
イ
ド
」
の
導
入
の
契
機
と
な
っ

た
の
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る
引
越
し

手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
で
し

た
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る
引
越
し
手
続

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
転
出
届
や
転

入
・
転
居
予
定
の
連
絡
等
の
住
民
異
動
に
関

す
る
手
続
き
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
て
も
、

水
道
の
停
止
や
開
始
、
国
民
健
康
保
険
に
関

す
る
手
続
き
等
が
残
っ
て
し
ま
い
、
結
局
住

民
が
来
庁
し
手
続
き
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
総
合
的
か
つ
全
庁
横
断
的
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
た
「
苅

田
町
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
」に
て
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
転
出
・
転
入
や
転
居
の
際
に
必

要
な
手
続
き
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た
め
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
機
能
を
備
え
た
「
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
と
、
質
問
に
答
え
る
だ

け
で
住
民
自
身
が
必
要
な
手
続
き
を
簡
単
に

洗
い
出
せ
る
「
手
続
き
ガ
イ
ド
」
を
導
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

導
入
に
向
け
て
の
取
組

導
入
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
住
民
異
動
に
関

係
す
る
部
署
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
に
て
、

⑴�

転
出
入
・
転
居
時
に
必
要
と
な
る
手
続
き

の
洗
い
出
し

⑵
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
手
続
き
の
検
討
・
決
定

⑶�

転
出
入
・
転
居
手
続
き
等
の
新
し
い
業
務

フ
ロ
ー
の
構
築

を
行
い
、
各
手
続
き
の
担
当
課
と
企
画
課
デ

ジ
タ
ル
推
進
室
で
「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」

で
の
電
子
申
請
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、「
手
続
き
ガ
イ
ド
」
は
、
前
述
⑴

▲�長さ1785ｍ以上、高度差65ｍの平尾台の中で最も大きな洞
窟の一つ　国指定天然記念物「青龍窟」

▲�色とりどりのヤマが並ぶ福岡県指定無形民俗文化財「苅田山笠」

▲�苅田町DX推進体制(手続きのデジタル化検討・導入当時）

特 集　デジタル技術を使った地域活性化
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の
転
出
入
・
転
居
時
に
必

要
と
な
る
手
続
き
に
加

え
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
発

生
時
の
手
続
き
と
し
て
、

結
婚
や
離
婚
、
出
生
、
死

亡
、
氏
名
変
更
に
関
す
る

手
続
き
も
対
象
と
し
ま
し

た
。「
手
続
き
ガ
イ
ド
」

の
構
築
に
は
、
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
の
区
分
ご
と
に
各

課
の
手
続
き
を
ま
と
め
る

作
業
が
必
要
と
な
る
た

め
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
て
調
整
を
行
い
な
が

ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
電
子
申
請
が
可
能

な
手
続
き
は
、「
手
続
き

ガ
イ
ド
」
の
結
果
ペ
ー
ジ

に
電
子
申
請
ペ
ー
ジ
へ
の

リ
ン
ク
を
置
く
こ
と
で
利

用
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
手
続

き
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
構
築
し
ま

し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
に 

あ
た
っ
て
の 

課
題
と
対
応

Ｄ
Ｘ
推
進
に
あ
た
り
、

課
題
と
な
っ
た
の
は
、
職

員
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
不

安
感
、
日
々
の
業
務
へ
の

対
応
で
手
一
杯
の
と
こ
ろ

に
新
し
い
業
務
が
増
え
、

対
応
が
大
変
に
な
る
の
で

は
と
い
っ
た
業
務
繁
忙
に

よ
る
負
担
感
の
解
消
で
し
た
。

そ
こ
で
、「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」「
手
続

き
ガ
イ
ド
」
の
導
入
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
推
進

室
が
中
心
と
な
り
、
導
入
に
向
け
て
取
り
組

む
べ
き
こ
と
の
整
理
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
、
電
子
申
請
の
作
成
の
フ
ォ
ロ
ー
、
手
続

き
ガ
イ
ド
の
と
り
ま
と
め
等
の
伴
走
支
援
を

行
い
ま
し
た
。
特
に
、
導
入
に
向
け
て
取
り

組
む
べ
き
こ
と
の
整
理
に
関
し
て
、
従
来
紙

媒
体
で
の
申
請
を
前
提
と
し
て
い
た
届
出
・

申
請
等
の
根
拠
規
定
（
規
則
、
規
程
、
要
綱

等
）
は
、
電
子
申
請
に
対
応
し
た
形
に
改
正

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
改
正
作
業

が
電
子
申
請
の
拡
大
を
阻
害
し
な
い
よ
う
、

デ
ジ
タ
ル
推
進
室
に
て
電
子
申
請
を
可
能
と

す
る
条
例
お
よ
び
規
則
を
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
電
子
申
請
の
作
成
に
関
し
て
は
、

全
庁
へ
の
さ
ら
な
る
拡
大
の
た
め
、
全
職
員

向
け
に
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
主
催
の
研
修
会
を

開
催
し
、
シ
ス
テ
ム
操
作
だ
け
で
な
く
、
紙

の
申
請
と
電
子
申
請
の
違
い
や
利
用
さ
れ
る

電
子
申
請
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
と
い
っ
た
内

容
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
研
修
後
に
は
個
別

相
談
会
を
開
催
し
、
具
体
的
に
取
り
組
み
た

い
手
続
き
が
あ
る
場
合
に
は
、
手
続
き
ご
と

に
詳
細
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
な
が
ら
、
都
度
状

況
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
職
員
が

不
安
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

導
入
に
よ
る
効
果

「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」「
手
続
き
ガ
イ
ド
」

の
導
入
に
よ
り
、
利
用
者
は
24
時
間
３
６
５

日
、
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
申
請
や
手
続

き
の
確
認
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
水
道
課
の
水
道
の
使
用
開
始
・

中
止
手
続
き
で
は
、
約
半
数
が
オ
ン
ラ
イ
ン

▲ �電子申請の入力フォーム画面（水道の使用開始の申込の場合）

▲職員向け電子申請作成研修会の様子

▲�苅田町の暮らしに関するガイド（転入手続きガイドの場合）

▲個別相談の様子
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で
受
け
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
電
子
申

請
後
の
申
請
者
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、「
平
日
、

役
場
に
行
く
時
間
が
取
れ
な
い
中
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
請
は
非
常
に
助
か
り
ま

す
」
と
い
っ
た
好
評
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
時

に
は
、
利
用
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
質
問
に

答
え
る
こ
と
で
、
自
分
の
状
況
に
合
わ
せ
て

必
要
な
手
続
き
や
手
続
き
窓
口
の
場
所
、
手

続
き
に
必
要
な
も
の
、
手
続
き
の
期
限
の
確

認
が
可
能
と
な
り
、
転
入
の
手
続
き
ガ
イ
ド

に
対
し
て
は
、「
転
入
に
関
連
す
る
手
続
き

に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
分

か
り
や
す
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
非
常
に
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
」
と

い
っ
た
声
を
い
た
だ
き
、

住
民
の
利
便
性
向
上
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
業
務
の
効
率
化

の
面
で
は
、
窓
口
で
の
対

面
手
続
き
や
電
話
で
の
問

い
合
わ
せ
が
減
少
し
、
申

請
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
、
デ
ー
タ
管
理
や

処
理
に
関
す
る
職
員
の
事

務
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
し

た
。

苅
田
町
に
お
け
る 

デ
ジ
タ
ル
化
の 

ポ
イ
ン
ト

手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
取
り
組
む
う
え
で
、
主

に
以
下
の
点
を
意
識
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
と
関
係
課
の
職

員
と
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が

け
、
丁
寧
な
フ
ォ
ロ
ー
と
伴
走
支
援
を
行
う

こ
と
で
、
職
員
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
苦
手
意

識
や
不
安
を
取
り
除
く
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
規
模
な
取
組
か
ら
始
め
、
成

功
事
例
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
職
員
の
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
意
欲
を
高
め
て
い
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
化
の
対
象
と
し
て
は
、
頻
度
の
高
い

手
続
き
か
ら
着
手
し
、
実
際
に
使
わ
れ
る
電

子
申
請
・
手
続
き
ガ
イ
ド
の
作
成
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
作
成
時
は
、
案
内
の
文
章
等
は

誰
に
で
も
分
か
り
や
す
い
表
現
と
な
る
よ
う

意
識
し
て
い
ま
す
。

方
針
を
決
定
す
る
際
に
は
、
職
員
の
業
務

効
率
よ
り
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
最
優

先
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
住
民

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
不
備
が
減
り
、
結
果

と
し
て
職
員
の
業
務
効
率
も
自
然
と
向
上
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
あ
く
ま
で
サ
ー

ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
の
選
択
肢
を
増
や

す
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
初
め

か
ら
完
璧
を
め
ざ
す
の
で
は
な
く
、
8
割
の

人
が
問
題
な
く
実
施
で
き
れ
ば
よ
い
と
い
う

視
点
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
の

は
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
す
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
人

材
の
育
成
と
、
利
用
者
で
あ
る
住
民
の
視
点

に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
設
計
を
行
う
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
は
手
段

で
あ
っ
て
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
の
目

的
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の
効
率

化
の
追
求
で
す
。

現
状
と
今
後
に
向
け
て

転
出
入
や
転
居
時
に
必
要
と
な
る
手
続
き

か
ら
始
ま
っ
た
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取

組
は
、現
在
で
は
庁
内
全
体
に
広
が
り
、電
子

申
請
の
利
用
件
数
も
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
電
子
申
請
可
能
な
手
続
き

が
増
え
る
こ
と
で
、
ど
の
手
続
き
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
え
る
の
か
分
か
り
に
く
く
な
る
こ

▲職員向け電子申請作成研修会資料（一部）

▲
�

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
え
る
手
続
き
を
ま
と
め
た
「
デ
ジ
タ
ル
町
役
場
デ
ジ
タ
ル
窓
口
」
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と
を
防
ぐ
た
め
、
苅
田
町
で
は
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
上
に
、
今
回
ご
紹
介
し
た
電
子
申
請

や
手
続
き
ガ
イ
ド
、
施
設
予
約
な
ど
、
住
民

や
事
業
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
え
る
手
続
き

を
ま
と
め
、「
苅
田
町
役
場
デ
ジ
タ
ル
町
役

場
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
イ

ト
で
は
、
手
続
き
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
や
窓
口

別
に
情
報
が
分
類
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
が

状
況
に
応
じ
て
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
よ
う
工
夫
し
、
利
便
性
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
全
国
的
な
取
組
で
も
あ
る

ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま

す
。
見
直
し
を
通
じ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
可

能
と
な
っ
た
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
令
和
7

年
度
中
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
完
了
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
お
り
、
予
算
措
置
が
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
は
令
和
8
年
度
以
降
に
順
次

対
応
す
る
予
定
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
に

よ
る
伴
走
支
援
を
継
続
し
、
電
子
申
請
の
さ

ら
な
る
拡
充
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務

の
効
率
化
の
追
求
と
い
う
目
的
の
も
と
、
社

会
情
勢
の
変
化
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
に

柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
継
続
的
な
改
善
と

発
展
に
つ
な
が
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

福
岡
県
苅
田
町

�

企
画
課
デ
ジ
タ
ル
推
進
室

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

石
川
県
町
長
会
は
令
和
７
年
５
月
22
日

の
臨
時
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出

し
た
。

�

（
７
月
31
日
就
任
）

石
川
県
町
長
会
長

能の

美み

郡
川か
わ

北き
た

町
長

前ま
え

　
　
哲て
つ

雄お

昭
和
29
年
２
月
17
日
生

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
４
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽

平
成
14
年
４
月
～
企
画
財
政
課
長
、
総
務

課
長
兼
企
画
財
政
課
長
、
総
務
課
長
▽
平

成
21
年
12
月
川
北
町
副
町
長
▽
平
成
23
年

４
月
川
北
町
長

【
町
長
会
関
係
の
経
歴
】

▽
令
和
元
年
６
月
石
川
県
町
長
会
監
事
▽

令
和
５
年
11
月
同
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】

▽
東
部
地
区
児
童
館
の
整
備
▽
防
災
行

政
無
線
の
整
備
▽
東
部
地
区
工
業
団
地

（
13
・
４
ha
）
の
造
成
▽
新
築
住
宅
取
得

奨
励
金
事
業
（
１
件
50
万
円
）
▽
多
目
的

運
動
公
園
「
サ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
川
北
」

（
２
・
８
ha
）
の
整
備
▽
町
営
住
宅
「
サ

ン
ハ
イ
ム
三
反
田
」
の
整
備 

【
趣
味
】
読
書
、
ド
ラ
イ
ブ

【
家
族
】
妻
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全国市町村国際文化研修所（JIAM）では、市区町村長・副市区町村長及び部長級職員の皆さま
を対象に、市町村長特別セミナー「地域経営塾」を開催します。

全国市町村国際文化研修所　共催：総務省、一般財団法人地域創造

令和７年度
市町村長特別セミナー「地域経営塾」のご案内

【お問い合わせ】
（公財）全国市町村研修財団　全国市町村国際文化研修所（JIAM）　教務部

〒520-0106　滋賀県大津市唐崎二丁目13番1号　電話（077）578-5932
e-mail : kenshu@jiam.jp　　ホームページ　https://www.jiam.jp

　 日　程
令和7年11月4日（火）～11月5日（水）（2日間／宿泊型研修（研修所宿泊棟））

会　場
�全国市町村国際文化研修所 （JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分）

講　演
地域自立応援施策の動向� 総務省地域力創造グループ地域自立応援課

「地域の “あきらめ” を乗り越える� �
　〜 “よそ者” とつながる地域経営〜」

島根県立大学准教授　田中　輝美 氏
「文化がつくる好循環� �
　｜アート×ビジネス推進事業から見えてきたこと｜」

京都芸術センター副館長　山本　麻友美 氏
アウトリーチ体験（ミニコンサート）

ソプラノ　梅津　碧 氏
ピアノ　石野　真穂 氏

「B.LEAGUE×まちづくりビジョン� �
　～茨城ロボッツと水戸市に学ぶ持続可能な公民連携事例～」

公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ　専務理事　
佐野　正昭 氏

株式会社茨城ロボッツ・スポーツエンターテインメント　代表取締役社長　
川﨑　篤之 氏

茨城県水戸市副市長　小田木　健治 氏

「自然と人間の新しい関係～地域社会から考える持続可能な未来～」
総合地球環境学研究所 所長　山極　壽一 氏

受講料 	7,300円
募集人数 	50名（募集人数を大幅に超えた場合は、抽選とさせていただきます。）

申込期限 	令和7年9月26日 （金）
申込方法 	 JIAMホームページ内「研修Web申込みフォーム」からお申込みください。

©Tomoko Hidaki

本セミナーでは、地方創生や地域の自立・活性化、地域経済の再生、地域の特性を活かしたま
ちづくり、芸術文化振興などについて、「地域経営」に関連するさまざまな分野でご活躍の講師
にご講演いただきます。

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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メ
イ
ち
ゃ
ん

メ
イ
ち
ゃ
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

 

2
0
0
2
年
7
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
「
よ

も
ぎ
た
桃
太
郎
の
郷
ま
つ
り
」
に
併
せ
て
誕
生

し
た
「
ヨ
モ
ッ
ト
く
ん
」。
蓬
田
村
の
「
よ
も
」

と
ト
マ
ト
の
「
ト
」
か
ら
つ
け
ら
れ
た
名
前
は
、

公
募
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
し
た
。
モ
チ
ー
フ
は

も
ち
ろ
ん
村
特
産
品
の
「
桃
太
郎
ト
マ
ト
」
で

す
。
誕
生
後
し
ば
ら
く
は
、
イ
ラ
ス
ト
で
の
活

用
の
み
で
、
特
産
品
に
貼
ら
れ
る
シ
ー
ル
や
村

の
観
光
Ｐ
Ｒ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
2
0
1
8
年
に
着
ぐ
る
み
が

完
成
し
、
同
年
5
月
18
日
、
19
日
に
青
森
市

観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
う
ま

い
森　

青
い
も
り
フ
ェ
ア
」
に
て
お
披
露
目
さ

れ
ま
し
た
。
以
降
、
村
の
イ
ベ
ン
ト
や
小
学
校

の
行
事
等
に
参
加
し
、す
っ
か
り
人
気
者
の「
ヨ

モ
ッ
ト
く
ん
」。
村
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
ア
イ

コ
ン
と
し
て
村
の
顔
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
蓬
田
村
の
魅
力
発
信
や
観
光
Ｐ
Ｒ
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
和
町
で
は
、
町
を
も
っ
と
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ

イ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
81
作
品
の
中
か
ら
町
民

投
票
及
び
町
の
選
定
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、

2
0
0
9
年
に
誕
生
し
た
の
が
「
メ
イ
ち
ゃ

ん
」
で
す
。
体
型
は
明
和
町
特
産
の
「
梨
」、

手
は
「
利
根
川
」
の
水
、
体
の
色
は
緑
の
大

地
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
手
に
は
町
花

の
「
菊
」
を
も
っ
て
い
て
、
明
和
町
の
豊
か

な
自
然
と
、
元
気
に
未
来
へ
躍
動
す
る
様
子

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
近
年
再
開
発
が
進
ん

で
い
る
町
の
玄
関
口
・
東
武
伊
勢
崎
線
川
俣

駅
前
に
は
、
特
産
品
等
を
扱
う
「
駅
前
プ
ラ

ザ　

メ
イ
ち
ゃ
ん
家
（
ち
）」
が
あ
り
、
数
種

類
の
メ
イ
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
も
人
気
で
す
。
町

内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、

県
内
外
、
近
隣
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
参

加
し
て
い
る
「
メ
イ
ち
ゃ
ん
」。
こ
れ
か
ら
も
、

明
和
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
、
活
動
を

続
け
ま
す
。

7月4日（7＝な、4＝し）生まれの梨
の妖精。好奇心旺盛で元気いっぱい。
みんなを元気にするのが得意。好物
はもちろん明和のおいしい「梨」で、
好きな場所は明和町の梨畑。お友だち
に、三重県明和町の「めい姫」ちゃん
がいる。

身
長
2
0
1
cm
。
明
朗
快
活
だ
が
、
短
気
な
一
面
も
あ
る
。

趣
味
は
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
。
自
分
の
名
刺
を
持
っ

て
お
り
、
観
光
客
誘
致
の
挨
拶
ま
わ
り
が
得
意
。
仕
事
モ
ー

ド
の
時
は
、
め
が
ね
を
か
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩

い
て
い
る
ら
し
い
。

ト
マ
ト
の
妖
精
な
の
で
、
年
齢
、
性
別
は
不
詳
。
蓬
田
村
の
特
産

品
「
桃
太
郎
ト
マ
ト
」
に
あ
や
か
り
、
昔
話
の
「
も
も
た
ろ
う
」

風
の
い
で
た
ち
で
あ
る
こ
と
以
外
は
、
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　
「
ベ
ル
デ
く
ん
」
は
、
月
形
町
名
産
の
「
青

肉
メ
ロ
ン
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、
1
9
9
0
年
に

誕
生
し
ま
し
た
。
名
前
は
、「
青
肉
メ
ロ
ン
」

の
色
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
緑
」
を
表
す

「
V
E
R
D
E
（
ベ
ル
デ
）」
が
由
来
で
す
。
当

初
、「
石
狩
川
川
下
り
」
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
月
形
町
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
グ
ッ
ズ
や
交
通
案
内
の
看
板

等
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
正
式
に
月
形

町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
外
で
開
催
さ
れ
る
物
産
展
や
毎

年
7
月
に
開
催
さ
れ
る「
つ
き
が
た
夏
ま
つ
り
」

等
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
は
、
持
ち
前

の
明
る
さ
で
、町
民
や
観
光
客
と
交
流
す
る「
ベ

ル
デ
く
ん
」。
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
『
ま

ん
ま
る
は
ー
と　

月
形
町
』
の
よ
う
に
、
豊
か

な
自
然
と
心
豊
か
に
生
き
る
素
晴
ら
し
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
月
形
町
を

盛
り
上
げ
て
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

ベ
ル
デ
く
ん

ベ
ル
デ
く
ん

ヨ
モ
ッ
ト
く
ん

ヨ
モ
ッ
ト
く
ん

Vol.174

北
海
道
月つ

き

形が
た

町ち
ょ
う

群
馬
県
明め

い

和わ

町ま
ち

青
森
県
蓬よ

も
ぎ

田た

村む
ら

次
回
は
、
中
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
信
・
東
海
・
近
畿
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す 

蓬
田
村
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

月
形
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

明
和
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

東
ブ
ロ
ッ
ク 

北海道月形町

青森県蓬田村

群馬県明和町
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令
和
７
年
夏
は
、
こ
れ
は
私
の
人
生
で

初
め
て
経
験
す
る
こ
と
で
す
が
、
６
月
に

梅
雨
が
明
け
７
月
の
一
カ
月
間
が
真
夏
と

い
う
年
に
な
り
ま
す
。
近
年
の
気
候
変
動

は
大
き
く
変
化
す
る
自
然
界
を
象
徴
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

我
が
町
は
、
京
都
府
南
東
部
に
位
置
す

る
「
和
束
町｣
。
今
で
は
言
わ
ず
と
知
れ

た
お
茶
の
町
で
す
。
京
都
府
内
の
お
茶
の

約
半
分
を
生
産
す
る
、
ま
さ
に
宇
治
茶
の

主
産
地
で
す
。
我
が
町
は
そ
の
山
な
り
の

茶
畑
景
観
が
と
て
も
美
し
く
、
近
年
で
は

お
茶
の
生
産
と
並
ん
で
、
景
観
を
観
光
に

活
か
し
た
景
観
行
政
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
山
な
り
の
茶
畑
は
険
峻
な
山
を
切

り
開
い
て
形
づ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た

め
、
作
業
管
理
道
は
急
傾
斜
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
非
常
に
作
業
効
率
が
悪

く
、
栽
培
管
理
作
業
で
は
一
袋
二
〇
㎏

ほ
ど
も
あ
る
肥
料
を
運
び
上
げ
る
こ
と

や
、
刈
っ
た
茶
葉
を
担
ぎ
出
す
こ
と
な
ど

の
苦
労
が
絶
え
ま
せ
ん
。
私
の
幼
少
期

に
は
お
茶
畑
に
つ
い
て
、
親
か
ら
一
袋
運

ぶ
ご
と
に
い
く
ら
か
の
お
小
遣
い
を
も

ら
い
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
と
い
う
記
憶

し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
が
美
し
い
自

然
風
景
で
あ
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
た
だ
つ
ら
い
重
労
働
で
あ
っ
た

と
い
う
印
象
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
視
点

を
変
え
て
み
る
と
、
こ
の
山
な
り
の
茶
畑

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
茶
葉
だ
か
ら
こ
そ
、

と
て
も
良
質
で
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド

の
一
つ
で
あ
る
「
宇
治
茶
」
の
大
部
分
を

担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

ま
す
。

和
束
町
は
中
山
間
地
域
で
す
。
そ
れ
に

よ
り
茶
産
業
と
は
機
械
化
も
進
ま
ず
、
手

作
業
が
多
く
、
そ
れ
ゆ
え
苦
労
も
多
い
と

い
う
農
業
で
す
。
地
元
の
者
に
と
っ
て
は

魅
力
を
見
い
だ
す
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
中
で
農
家
数
は
徐
々
に
減
少

し
、
鎌
倉
時
代
か
ら
発
展
を
続
け
て
き
た

本
町
の
茶
産
業
自
体
が
衰
退
し
つ
つ
あ
っ

た
の
も
事
実
で
し
た
。

さ
て
、
こ
の
人
た
ち
を
ど
う
や
っ
て
元

気
づ
け
る
の
か
。
そ
し
て
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ

ラ
ン
ド
の
一
翼
を
自
分
た
ち
生
産
者
が

担
っ
て
い
る
と
ど
の
よ
う
に
意
識
づ
け
る

の
か
。
そ
れ
に
は
誇
り
を
持
っ
て
茶
産
業

に
従
事
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
こ
れ
に
は
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
『
和

束
茶
ブ
ラ
ン
ド
育
成
事
業
』
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。「
商
品
開
発
」
に
携

わ
る
こ
と
で
茶
農
家
自
ら
が
自
分
の
お
茶

の
価
値
を
知
り
、｢

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
」

を
す
る
こ
と
で
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の

声
を
直
接
聞
く
機
会
を
増
や
す
。さ
ら
に
、

販
売
の
仕
方
は
も
と
よ
り
、
自
身
が
生
産

し
た
商
品
Ｐ
Ｒ
を
自
身
で
行
う
た
め
に
必

要
と
な
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

人
材
育
成
な
ど
の
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

私
の
座
右
の
銘
は
、
と
て
も
欲
張
り
で

す
が
、
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、『
意

欲
と
情
熱
』。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、『
継

続
は
力
な
り
』
で
す
。
こ
れ
は
仕
事
に
せ

よ
趣
味
や
遊
び
に
せ
よ
、
す
べ
て
の
こ
と

に
お
い
て
、「
前
向
き
」
に
「
全
力
」
で
「
諦

め
る
こ
と
な
く
」
取
り
組
む
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
と
の
思
い
を
こ
め
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね

が
い
つ
の
日
に
か
大
き
な
動
き
へ
と
変
化

し
、
ま
た
日
常
的
な
動
き
に
変
わ
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
産
者
の
誰
も
が
「
Ｊ
Ａ
や
茶
問
屋

に
売
れ
ば
、
ひ
と
葉
残
ら
ず
買
っ
て
く

れ
る
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
一
歩
進
ん

で
、
徐
々
に
自
分
で
売
る
こ
と
の
楽
し
さ

を
知
り
、
包
装
す
る
デ
ザ
イ
ン
な
ど
細
部

に
も
こ
だ
わ
り
、
や
が
て
我
先
に
と
新
た

な
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
よ
り
魅
力
的
な

商
品
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
て
新

た
な
取
組
を
進
め
る
一
方
で
、
こ
こ
は
我

慢
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
場
面
も

も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
進
ん

だ
り
、
立
ち
止
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
の
繰

り
返
し
が
、
人
を
動
か
し
、
町
を
動
か

す
原
動
力
と
な
り
、
飲
む
も
の
で
し
か

な
か
っ
た
お
茶
が
観
せ
る
も
の
に
な
り
、

生
産
地
で
し
か
な
か
っ
た
山
な
り
の
茶

畑
が
景
勝
地
と
化
し
、
今
や
『
茶
源
郷 

和
束
』
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昼
間
に
町

内
を
歩
く
と
必
ず
訪
日
外
国
人
に
出
会

う
町
へ
と
進
化
を
遂
げ
、
宇
治
茶
ブ
ラ

ン
ド
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ

ラ
ン
ド
の
中
で
唯
一
無
二
で
あ
る
『
和

束
茶
』
と
し
て
の
地
位
を
ほ
ぼ
確
立
す

る
と
こ
ろ
ま
で
到
達
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

茶
源
郷
は
、
桃
源
郷
の
よ
う
な
世
俗

と
乖
離
し
た
夢
幻
の
「utopia

」
で
は

な
く
、
誰
も
が
そ
こ
で
い
つ
ま
で
も
活

動
し
つ
づ
け
ら
れ
る
「sustainable

」

を
め
ざ
し
、
こ
れ
か
ら
も
進
化
を
続
け
ま

す
。
宇
治
茶
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
つ
つ
も
さ

ら
に
『
和
束
茶
』
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
も
高

め
る
こ
と
で
、
町
全
体
が
潤
い
、
笑
顔
が

絶
え
ず
、す
べ
て
の
世
代
が
活
躍
で
き
る
。

そ
ん
な
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

 
『
持
続
可
能
な
茶
源
郷
和
束
』　

　
　
　
　
そ
ん
な
理
想
郷
を
め
ざ
し
て馬ば

場ば　
正ま

さ

実み

京
都
府
和わ

束づ
か

町
長
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